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を確認した。
第二章では、まず「nous」で自称す
る双子間の同一視に触れ、双子が外界と
切り離された、nousによる世界を作り
上げ、苛酷な戦時下での生活と向き合う
様を追った。次に、外界に置かれた双子
の家族を、「vousと tuの使い分け」と
して父と兎っこ・従姉、「双子への愛称
と蔑称」として母と祖母に分類しこれを
対比させ、それぞれの双子との関係の違
いから、外界の中の家族間でも双子との
距離の差異があること、そして双子は父
や母のような、権威主義的な存在を否定
していることを導いた。さらに、家族全
体と双子の関係を見たとき、「大文字」
で括られた家族全員の死に、双子が関与
していることを指摘し、双子が、家族の
死を即物的に捉え、乗り越えるべき存在
とみなしていることを明らかにした。
第三章では、自伝的小説であることを
踏まえ、まず、クリストフの家族との関
係を個別的に分析し、双子のそれと比較
した。ここで、母の描かれ方が対照的で
あることに焦点を当て、クリストフ自身
の反権思想の現れを示した。最後にクリ
ストフと家族全体の関係を整理し、家族
との別離に苦しみ続けたクリストフが、
理想的存在として双子を仕立て、幼少期
の生き直しを試みていると推察した。
クリストフは、この作品を政治的思想
と結び付けられることを好まなかった
が、双子、そしてクリストフ自身と家族
個々人との関係を考察すると、彼女の反
戦、反権威主義の思想が、家族全体との
関係から見えた幼少期の生き直しの試行
とともに浮かび上がってくることを確認
し、結論とした。
